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金海鉄工株式会社さまによる「DX宣言書」策定について 

 

 

西京銀行は、持続可能な社会の実現に向け、地元事業者さまのデジタル化・DX 化への取

組みをサポートする「さいきょう DX宣言書・DX戦略策定コンサルティングサービス」の提

供を行っています。 

このたび、当サービスを通じて、金海鉄工株式会社（本社：山口県下関市 代表取締役 新

井 善和）さまが DX宣言書を策定されましたので、お知らせします。 

 

企業概要 

会 社 名 金海鉄工株式会社 

所 在 地 山口県下関市長府扇町 5-64 

代 表 者 新井 善和 

デジタル化・DX 化

へ の 取 組 み 

船舶修繕・鉄工・製缶の設計から製造までを一貫して手がけ、

真摯なものづくりと革新志向で地域社会や顧客の課題解決に貢

献してきました。 

社内で蓄積した技術やノウハウを持続的に継承することで、こ

れからも地域とともに成長し、皆さまに信頼される企業であり続

けるため、デジタル化・DX化を積極的に推進してまいります。 

U R L https://kanaumi-tekkou.com/ 

※金海鉄工株式会社さまの DX宣言書については、別紙をご参照ください。 

 

西京銀行は、引き続き地元の課題解決ニーズに幅広く、きめ細かくお応えし、「地域の皆

さまのお役に立つ銀行」を目指してまいります。 

 

◆本件に関するお問い合わせ 

西京銀行 ビジネスコンサルティング部 DX推進室（担当：秋吉） 

TEL：070-2355-0373 



金海鉄工株式会社
　代表取締役　新井　善和

DX宣言書

経営理念

「ものづくりへの真摯な姿勢と革新志向で、お客様の課題を解決し、

地域社会に貢献する製品の創出」

戦略　：　「ＤＸ推進に向けた計画策定・体制整備とバックオフィス業務のデジタル化」

施策　▪　現状の業務の流れを可視化するとともに、課題を整理し、具体的な実行計画を策定します

        ▪　実行計画を推進するため、各部門でＤＸ推進責任者を任命し、推進体制を整備します

　      ▪　各種帳票のペーパレス化と社内プラットフォームの構築により、バックオフィス業務をデジタル

             化し、業務の属人化を解消します

DXビジョン（２～３年後にありたい姿）

◆　社内で蓄積した技術やノウハウを持続的に継承することで、全社員が働きやすく、やりがいを感じら

   　れる職場環境をつくります

◆　全社員がリアルタイムに現場の状況を把握でき、紙に頼らずスムーズに情報が行き交うスマートな

   　工場を目指します

DX戦略・施策

➣フェーズ１（現在～２０２６年３月）

戦略　：　「社内で蓄積した技術・ノウハウをスムーズに承継できるデジタル教育基盤の整備」

施策　▪　デジタルツールの活用により、作業工程や作業手順を標準化し、多言語化にも対応することで、

             新入社員や技能実習生の効率的な技術習得をサポートします

        ▪　熟練工の技術やノウハウをマニュアル化し、社内プラットフォームで全社員が共有できるデジタ

             ル教育基盤を構築します

➣フェーズ2（２０２６年４月～２０２７年３月）

戦略　：　「生産管理や在庫管理等の基幹業務のデジタル化とデータの利活用」

施策　▪　生産管理や在庫管理をはじめとする基幹業務のデジタル化に取り組み、製品の品質向上と効率

             的な生産体制を構築します

        ▪　社内で蓄積したデータを分析・可視化することで、データに基づいた戦略的な経営判断を実現し

             ます

➣フェーズ3（２０２７年４月～２０２８年３月）

ＤＸ推進体制

 ▪　代表取締役がＤＸ推進における統括責任者を務め、全社的に推進します 

 ▪　各部門でＤＸ推進責任者を任命し、ＤＸ戦略・施策実行の中心的役割を担います

ＤＸ推進目標

▪　紙の使用量　   ：　2024年度比 ５０％削減（～２０２８年３月）

▪　事務作業時間　：　2024年度比 30％短縮（～２０２８年３月）

▪　技術習得期間　：　2024年度比 50％短縮（～２０２８年３月）


